
報告第９９号                 平成１６年６月１０日承認  
 

産業労働部会観光分科会の事務事業調整方針について  
 
 産業労働部会観光分科会の事務事業調整方針について別冊のとおり本協議会

に報告し、その承認を求める。  
  平成１６年６月１０日提出  
 

                 津地区合併協議会  
                     会長 近 藤 康 雄  
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１回 ２回 ３回

9 - 4 - 1 7/30 8/20

9 - 4 - 2 7/30 8/20

9 - 4 - 3 7/30 8/20

9 - 4 - 4 10/20 10/30
協議会協議項目
(04/1/16確認)

9 - 4 - 5 7/30 8/20

9 - 4 - 6 7/30 8/20

9 - 4 - 7 7/30 8/20
協議会協議項目
(10/9確認)

9 - 4 - 8 7/30 8/20
協議会協議項目
(10/9確認)

9 - 4 - 9 7/30 8/20

9 - 4 - 10 7/30 8/20

9 - 4 - 11 7/30 8/20

9 - 4 - 12 7/30 8/20

9 - 4 - 13 7/30 8/20

9 - 4 - 14 7/30 8/20

9 - 4 - 15 10/20 10/30

9 - 4 - 16 7/30 8/20

9 - 4 - 17 10/20 11/27 11/27

9 - 4 - 18 7/30 8/20

9 - 4 - 19 10/20 10/30

9 - 4 - 20 7/30 8/20

観光関係団体等負担金

その他協議会等負担金

国立公園関係団体等負担

観光協会補助

花火大会

阿漕塚記念館管理

各種まつり

郷土芸能等補助

ふるさと資料館管理

和船山車運営実行委員会

項　　目　　一　　覧　　表

通　　　番 項　　　　　目　　　　　名
幹　事　会　提　案　日

幹事会確認日 備　　　　　考

海水浴場監視等

ビーチバレーｉｎ御殿場

和船山車維持管理

御殿場観光レクリエーション整備計画

ハイキングコース等整備

観光客実態調査

観光客誘致事業

青山高原保健休養地管理

錫杖湖水荘等管理

わかすぎの里管理



１回 ２回 ３回

項　　目　　一　　覧　　表

通　　　番 項　　　　　目　　　　　名
幹　事　会　提　案　日

幹事会確認日 備　　　　　考

9 - 4 - 21 7/30 8/20

9 - 4 - 22 7/30 8/20

9 - 4 - 23 7/30 8/20

9 - 4 - 24 7/30 8/20

9 - 4 - 25 7/30 8/20

9 - 4 - 26 10/20 10/30

9 - 4 - 27 10/20 11/27 11/27

9 - 4 - 28 7/30 8/20

9 - 4 - 29 7/30 8/20

9 - 4 - 30 2/26 3/11
協議会協議項目温泉運営事業

トイレ維持管理

観光地等整備・維持管理

観光地駐車場用地借上

第三セクターとの連絡・調整事務

レークサイド君ヶ野

矢頭中宮公園キャンプ場管理

道の駅美杉

スカイランドおおぼら

フットパーク美杉



1

【奥一志青山高原観光振興協議会負担】
　青山高原の観光ＰＲを行うことにより、地域
を発展、繁栄させることを目的に設立された
「奥一志青山高原観光振興協議会」の会員と
しての負担金支出。「つつじまつり」の開催な
どを実施している。(現在、存続するか平成16
年度での解散かを検討中である。
平成１４年度予算額　100,000円
(会員）
久居市・白山町・青山町・美里村・大山田村・
美杉村・三重県・三重県観光連盟

ー ー ー

分　   科　   会

産業労働部会

観光分科会

芸　濃　町 美　里　村

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

協　議　項　目 専　門　部　会

関　係　項　目

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 安　濃　町

久居市に同じ ー

ー ー ー ー

　同左

　
○平成１４年度予算額
・三重県観光連盟負担金
　          174,000円

ー ー ー ー

　同左

　
○平成１４年度予算額
・三重県観光連盟負担金
　         111,000円

　同左

　
○平成１４年度予算額
・三重県観光連盟負担金
　          79,000円

　同左

　
○平成１４年度予算額
・三重県観光連盟負担金
　          130,000円

観光関係団体等負
担金

【三重県観光連盟負担】
　県内への観光客の誘致を目的として設立さ
れている「三重県観光連盟」の会員としての
負担金支出。
○平成１４年度予算
・三重県観光連盟負担金
　               1,070,000円
    (均等割)    240,000円
   （人口割）＋(入込割)   830,000円

　同左

　
○平成１４年度予算額
・三重県観光連盟負担金
　                  541,000円
   通常分　　　　452,000円
    (均等割)  240,000円
    (人口割)  166,000円
    (入込割)    46,000円
　 特別分　　   89,000円
　　（海山展・観光展）

【東海地区外国人観光客誘致促進協議会負
担】
　外国人観光客の誘致を目的として静岡県、
愛知県、岐阜県、三重県の会員で結成してい
る「東海地区外国人観光客誘致促進協議会」
への負担金支出。
平成１４年度予算額　200,000円
県内会員：三重県・長島町・四日市市・菰野
町・鈴鹿市・久居市・伊勢市・鳥羽市・二見町・
浜島町・大王町・志摩町・阿児町・磯部町・南
勢町・南島町・三重県観光連盟

ー

ー ー

ー ー ー ー ー ー

1/24



ー

久居市に同じ 同左

ー

【東大和西三重観光連盟負担】
(目的）
室生赤目青山国定公園地域を中心とする観
光地の有機的結合を図るとともに、観光客の
相互交流を拡大し、観光産業開発の発展を
期することを目的とする。
（構成員）奈良県榛原町、室生村、曽爾村、御
杖村、三重県名張市、青山町、美杉村
平成14年度予算額170,000円

同左

調整の具体的内容

1.新たに加入する。(合併と同時)調　整　の　内　容

一　志　町

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

構 成 市 町 村 の 現 況

白　山　町 美　杉　村香 良 洲 町

ー ー

　同左

　
○平成１４年度予算額
・三重県観光連盟負担金
　        134,000円

　当該項目中の全ての観光関係団体については、原則的に新市においても新たに加
入する方向で調整する。
　ただし、会員に他圏域との市町村合併を推進している市町村が含まれる協議会等に
ついては、合併までの間、協議会等の存続そのものも含め協議をしていく。

ー ー

　同左

　
○平成１４年度予算額
・三重県観光連盟負担金
　         177,000円

　同左

　
○平成１４年度予算額
・三重県観光連盟負担金
　         160,000円

同左

　同左

　
○平成１４年度予算額
・三重県観光連盟負担金
　          87,000円

ー ー ー

ー 【中南勢広域地域観光推進協議会】
【構成市町村】松阪市、白山町、嬉野町、美杉
村、飯南町、飯高町、多気町、明和町、大台
町、勢和村、宮川村、大宮町、紀勢町、大内
山村、一志町、三雲町
負担金　平成１４年度　50,000円
　　　　　 平成１５年度　30,000円
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2

3

ー ー

ー

ー ー

ーその他協議会等負
担金

ーー

ー

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

ー

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

観光分科会

ー

ー

ー ー ー

関　係　項　目 分　   科　   会

国立公園関係団体
等負担金

様式４

協　議　項　目 専　門　部　会 産業労働部会

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

【室生赤目青山国定公園協会負担】
　同国定公園内に属する三重県・奈良
県並びに周辺関係市町村及び関係交
通機関により組織され、自然の保護・施
設の整備・宣伝・調査研究等を行うこと
を目的に設立された「室生赤目青山国
定公園協会」の会員としての負担金支
出。
平成１４年度予算額　35,000円
（会員）
三重県・奈良県・名張市・久居市・白山
町・青山町・美里村・大山田村・美杉村・
飯高町・伊賀町・大山田村・榛原町・室
生町・曽爾村・御杖村・東吉野村・近畿
日本鉄道・三重交通・奈良交通・赤目香
落室生観光開発㈱・㈱メナードランド

ー 【室生赤目青山国定公園協会負担】
　同国定公園内に属する三重県・奈良
県並びに周辺関係市町村及び関係交
通機関により組織され、自然の保護・施
設の整備・宣伝・調査研究等を行うこと
を目的に設立された「室生赤目青山国
定公園協会」の会員としての負担金支
出。
平成１４年度予算額　35,000円
（会員）
三重県・奈良県・名張市・久居市・白山
町・青山町・美里村・大山田村・美杉村・
飯高町・伊賀町・大山田村・榛原町・室
生町・曽爾村・御杖村・東吉野村・近畿
日本鉄道・三重交通・奈良交通・赤目香
落室生観光開発㈱・㈱メナードランド

【全国温泉所在都市協議会分担金】
　温泉が所在することに伴って生ずる各種の
問題を総合的に調査研究し、その解決を図る
ための税財政上の具体的方策、特に、救急
施設の整備促進についての所要財源の強化
方法について、推進を図ることを目的に全国
８９市の温泉所在都市が加盟している「全国
温泉所在都市協議会」の会員としての負担金
支出。
平成１４年度予算額　14,000円

ー

ー

ー

ー

ー
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【ダム所在市町村全国協議会負担】
　水源地域が担う治水、利水等の公益
的役割に対する国民的な理解と支援を
求めつつ、ダム所在市町村が当面する
諸問題の解決を促進することによって、
その行財政力の強化と水源地域として
の振興、発展を図ることを目的に設立さ
れた「ダム所在地市町村全国協議会」
の会員としての負担。
　全国６２８の市町村で構成
県内会員：名張市、鳥羽市、藤原町、美
杉村、飯高町、大台町、宮川村、青山
町、紀和町

　１市町村　10,000円

ー ー ー

ー ー ー

調整の具体的内容
白　山　町 美　杉　村

構 成 市 町 村 の 現 況

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容
2.新たに加入する。(合併と同時)
3.新たに加入する。(合併と同時)

香 良 洲 町 一　志　町

ー

ー

ー 【室生赤目青山国定公園協会負担】
　同国定公園内に属する三重県・奈良
県並びに周辺関係市町村及び関係交
通機関により組織され、自然の保護・施
設の整備・宣伝・調査研究等を行うこと
を目的に設立された「室生赤目青山国
定公園協会」の会員としての負担金支
出。
平成１４年度予算額　35,000円
（会員）
三重県・奈良県・名張市・久居市・白山
町・青山町・美里村・大山田村・美杉村・
飯高町・伊賀町・大山田村・榛原町・室
生町・曽爾村・御杖村・東吉野村・近畿
日本鉄道・三重交通・奈良交通・赤目香
落室生観光開発㈱・㈱メナードランド

同左

【（財）国立公園協会負担】
　国立公園をはじめとする自然公園
並びに景勝地及び休養地等の自然
に関する調査研究を行うとともに、
その健全な発展を図り、もって自然
環境の保全と国民の保健、休養、
教化の促進に寄与することを目的
に設立された「（財）国立公園協会」
の会員としての負担｡

平成１４年度予算額　10,000円

ー ー

ー

　原則的に新市においても新たに加入する方向で調整することとする。
ただし、会員に他圏域との市町村合併を推進している市町村が含まれる協会について
は、合併までの間、協会の存続そのものも含め協議をしていく。

　原則的に新市においても新たに加入する方向で調整することとする。
ただし、会員に他圏域との市町村合併を推進している市町村が含まれる協議会につい
ては、合併までの間、協議会の存続そのものも含め協議をしていく。
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4

5

【芸濃町観光協会助成】
【目的】
芸濃町観光協会が事業を安定
的に実施するための補助

【対象者】
芸濃町観光協会

【事業概要】
　事務局を商工会内に置き、町
が助成し様々な行事を行ってい
る。（石山観音春祭り、竜王桜マ
ラソン大会助成、夏祭り盆踊り助
成、紅葉祭り、クリスマスイベント
後援、観光美化の推進、清掃委
託、宣伝活動、観光環境の整
備、町内観光地視察研修等）

13年度決算額　 2,400,000円
14年度予算額　 2,000,000円

ー

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

専　門　部　会 産業労働部会

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

関　係　項　目 分　   科　   会 観光分科会

協　議　項　目

様式４

観光協会補助

※協議会協議項目

【津市観光協会補助】
【目的】
津市観光協会が事業を安定的に
実施するための補助

【対象者】
津市観光協会

【事業概要】
　観光事業の民活化を目的に、
従前、市役所観光担当にあった
観光協会を商工会議所内へ移
管した。
　協会が事業を安定的に実施で
きるよう補助金を拠出するととも
に、事業計画作成や事業への参
加等にも協力している。
　事務局専属職員１名

13年度決算額　12,000,000円
14年度予算額　11,000,000円

【久居市観光協会事業補助】
【目的】
久居市観光協会の各種事業運
営に対する補助

【対象者】
久居市観光協会

【事業概要】
　当協会は市に事務局があり、
市農林商工観光課職員が兼務
をしている。事業費は市の当補
助金と業務委託料及び会費によ
り運営し、｢榊原温泉」を中心とし
た市内観光ＰＲと観光客誘致活
動を行なっている。

13年度決算額　 1,000,000円
14年度予算額　 1,000,000円

ー ー

郷土芸能等補助 【目的】
津まつり等で活躍する津市の伝
統的郷土芸能（５団体）の補助、
育成

【対象者】
津音頭保存会、津民芸保存会、
津しゃご馬保存会、津高虎太鼓、
唐人踊り保存会

【事業概要】
　対象団体は、津まつりをはじめ
として県内外において活躍する
市を代表する伝統的郷土芸能で
あるとともに、市をＰＲする重要な
観光資源であることから、その活
動支援と育成、継承のため１団
体１０万円の補助金を交付。

13年度決算額　500,000円
14年度予算額　500,000円

【目的】
久居市民納涼大会・ひさい榊の
盆等での協力団体への補助

【対象者】
久居市民踊保存会

【事業概要】
久居市民納涼大会・ひさい榊の
盆等での踊り手の育成と継承の
ための補助｡

13年度決算額　230,000円
14年度予算額　230,000円

ー ー ー ー
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白　山　町 美　杉　村

構 成 市 町 村 の 現 況
調整の具体的内容

香 良 洲 町 一　志　町

調　整　の　内　容
4.新市に移行後、速やかに調整する。(合併後、１年以内程度)
5.新市に移行後、速やかに調整する。(合併後、１年以内程度)

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

【一志町観光協会補助金】
【目的】
一志町観光協会が事業を安定
的に実施するための補助

【対象者】
一志町観光協会

【事業概要】
　観光協会事業、特に納涼盆お
どり開催事業の安定的で円滑な
執行のために補助金を拠出して
いる。
１５年度からは事務局を行政か
ら民間へ移行する予定。

13年度決算額　 1,000,000円
14年度予算額　 1,000,000円

【香良洲町観光協会助成金】
【目的】
香良洲町観光協会が事業を安
定的に実施するための補助

【対象者】
香良洲観光協会

【事業概要】
　事務局を商工会内に置き、町
が助成し､海開き、ふれあいのか
おり、観光ＰＲ等の事業を行って
いる。

13年度決算額　    400,000円
14年度予算額　    400,000円

【白山町観光協議会負担金】
【目的】
白山町の観光施設が活性化す
るため協議会を設置

【対象者】
白山町観光協議会

【事業概要】
　事務局は町にあり、町内の観
光施設（会社）で構成。
　パンフレットの作成、イベントへ
の参画、観光客誘致活動等を
行っている。

13年度決算額　    200,000円
14年度予算額　    200,000円

【美杉村観光協会補助】
【目的】
美杉村観光協会が事業を安定
的に実施するための補助

【対象者】
美杉村観光協会

【事業概要】
役場産業振興課内に事務局を設
置し、施設整備、観光客誘致、物
産展参加、各観光団体への参画
等の活動を行っている。
事業費は村補助金と会費により
運営している。

13年度決算額　  3,500,000円
14年度予算額　  3,500,000円

・新市移行時は現在、各観光協会が実施している事業等のうち地元主導で行われるも
のについて、現行の補助金額を上限に引き続き支援を行う。
・各観光協会の組織の一元化を促進し、統合後の事務局は民間が担う方向で調整す
る。

ー ー ー ー 　新市移行時は現行のまま新市に引き継ぐこととし、補助額については津市の例によ
り調整する。
　なお、新市移行後、他の郷土芸能等団体への支援についても検討していく方向で調
整する。
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6

7

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

関　係　項　目 分　   科　   会 観光分科会

産業労働部会

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

協　議　項　目 専　門　部　会

海水浴場監視等 　御殿場海水浴場等での海水浴
シーズンにおける観光客の安全を
確保するため、海水浴区域表示杭
設置・撤去業務を津漁業協同組合
へ委託している。
　同様に、海水浴客監視のための
監視船、監視員、監視補助員、看護
婦、監視台、斜路の設置等及び潮
干狩り時の案内業務を津海岸浜洲
組合へ委託している。

13年度決算額　9,450,000円
14年度予算額　9,238,000円

ー ー ーー ー

【夏まつり】
　平成１４年で７回目となる「夏まつり」は
文化センターが完成してから始まった。
「花火大会」を中心に盆おどりや各種イ
ベントを行っている。
　夏まつり実行委員会を中心に教育委
員会が事務局として企画立案、警察等
関係者との調整を行う。また、予算も全
てが村からの一般会計で賄っている。
延期はないので、小雨決行、また先着６
００名の抽選会は毎年人気である。

　例年　８月の第１土曜日に開催
　平成１４年は８月３日に実施

　人出　８００人程度

付属機関等
　夏まつり実行委員会

13年度決算額　1,600,000円
　（うち花火代は　1,300,000円）
14年度予算額　1,600,000円
　（うち花火代は　1,300,000円）

ー 【安濃町盆おどり花火大会】
　毎年8月15日に安濃中央総合公園多
目的グランドで実施。
町商工会へ会場設営、昼間のアトラク
ションを委託し、花火について助成を
行っている。

13年度決算額
　　（委託料）1,680,000円
　　（助成金）1,500,000円
14年度予算額
　　（委託料）2,400,000円

【サマーフェスタ　イン　ひさい】
　久居の花火大会（サマーフェスタイン
ひさい）は市の中心（市街地）で観客の
真上に上がる花火として好評で、年々
来場者が増えており、毎年８月の第１土
曜日に実施している。
　実行委員会事務局は市で持ち、商工
会議所の協力を得ながら市の委託料、
企業協賛金で事業の企画運営全般を行
う。
人出　平成13年度　　8万人
平成14年度　　8万人

毎年８月の第１土曜日に実施
平成１４年は８月３日に実施

付属機関等
久居市民納涼大会実行委員会

13年度決算額　5,500,000円
14年度予算額　5,500,000円

花火大会

※協議会協議項目

【津花火大会】
　平成１４年に５１回目を迎えた津花火
大会は、大正時代に始まった市の伝統
的な夏の行事であり、過去３年間におけ
る人出は１０万人以上を記録する市の
一大イベントとなっている。
　毎年８月１日に実施してきたが、より多
くの市民が休みの取れる土曜日または
日曜日にできないかとの要望を受け、平
成１４年は７月２７日（土）に実施。
　主催者は津花火大会実行委員会。市
観光担当が事務局として、補助金と協
賛金をもって大会の企画運営等を行っ
ている。
　
人出
　平成１２年・・・１２万人
　平成１３年・・・１３万人

平成１３年までは８月１日に実施してき
たが、平成１４年は７月２７日に実施

付属機関等
　津花火大会実行委員会

13年度決算額　12,000,000円
14年度予算額　12,000,000円

ー
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　現在各地域で行われている花火大会等については、地元主導のもと実行委
員会等方式にて行われるものに対して新市移行後も引き続き支援を行ってい
く。

ーー ー 【みすぎ夏まつり事業】
平成元年から継続して続けている。
内容は、アトラクションや盆踊りと打ち上
げ花火をしている。
主催は、みすぎ夏まつり実行委員会で
委託している。

毎年７月の最終土曜日に実施
平成１４年は７月２７日に実施

付属機関等
　みすぎ夏まつり実行委員会

13年度村委託料決算額　2,500,000円
　
14年度村委託料予算額　2,300,000円
（総決算額 6,900,000円
　　　　　うち花火代　3,500,000円）

白　山　町 美　杉　村一　志　町
調整の具体的内容

香 良 洲 町

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容
6.津市の例により調整する。
7.現行のまま新市に引き継ぐ。

構 成 市 町 村 の 現 況

様式４

ー ー 　新市において指定する海水浴場については、津市の例により安全対策を講じていく
方向で調整する。

ー ー
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8

安　濃　町芸　濃　町 美　里　村久　居　市 河　芸　町
【音と光の祭典】
【目的】
第３セクター「マリーナ河芸」が実施
しているイベント事業への補助

津　　　　市

【事業概要】
津まつりは、二代藩主高次公から
始まる市の伝統的行事であり、夏の
花火大会とともに秋の大祭として重
要な行事となっている。伝統的な唐
人踊り、しゃご馬等に加え、高虎太
鼓や日本最大級を誇る和船山車
「安濃津丸」などがメインの出し物で
あったが、近年人気を博している
「よさこいソーラン」を模した「安濃津
よさこい」が加わり、年々盛大になっ
てきており、平成14年は１０月１２日
と１３日の二日間で実施。
　市としては、津まつりの主催者で
ある津まつり実行委員会へ補助金
を交付するとともに、事務局として
部分的な企画立案、まつり関係団
体や警察等との調整を行っている。
　事業の内容からして民間主体とな
ることが望ましく、数年前からまつり
のエリアを数カ所に区分し、民間団
体で受け持ってもらうなど、徐々に
官主体から移行しているが、我がま
ちの我がまつりという意識のもと、さ
らに民間主体となるよう努めている
ところである。

人出
　平成１２年　　340,000人
　平成１３年　　360,000人
　平成１４年　　400,000人
体育の日の前の土日に実施
平成１４年は１０月１２日、１３日に
実施

付属機関等
　津まつり実行委員会
13年度決算額　27,000,000円
14年度予算額　25,000,000円

協　議　項　目

関　係　項　目

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

分　   科　   会 観光分科会

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

【事業概要】
当行事は、寛政の百姓一揆で打ち首獄
門となった庄屋の無念の死を悼み弔う
ため、没後200年（1998年）を機会に供
養盆「寛政の一揆 ひさい 榊の盆」とし
て、また、同時に五穀豊穣を願う行事と
して開催するものであり、観光イベント
のひとつとしてＰＲしている。おおむね８
月末から９月初旬に実施している。(市
に実行委員会事務局)
人出　　　　平成１３年度　　3,500人
　　　　　　　平成１４年度　　1,000人

付属機関等
　寛政の一揆ひさい榊の盆実行委員会
13年度決算額　5,500,000円
14年度予算額　3,000,000円

【久居まつり】
【目的】
平成１４年久居駅東口完成を契機に会
場を久居駅東口に移し、市民ふれあい
フェスティバルとオオタカまつりを名称変
更し、合同で開催。
　人と人とのふれあいや環境啓発の場
づくりの推進、魅力的なまちづくりの創
造への積極的な取り組みを地域並びに
周辺市町村へアピールすること等を目
的としている。

【事業概要】
ステージイベントとしてオオタカまつりの
メインイベントであった仮装行列を「ひさ
い版仮装行列」と新たな企画立ち上げ、
一人からグループまで年齢を問わず参
加できるよう工夫を行った。企画運営は
商工会議所の青年部が実施している。

人出
　平成１４年度　20,000人
実施時期
　平成１４年度は１０月５日に実施

附属機関等
　久居まつり実行委員会
13年度決算額 7,062,000円(市民ふれあ
いフェスティバル)5,669,042円(オオタカ
まつり)
14年度予算額　7,910,000円(久居まつ
り)

【事業概要】
「マリーナ河芸」で実施している夏の
イベント事業で、フリーマーケット、
花火、コンサートなどをマリーナ周
辺で開催。コンサート（ムーンライト
コンサート）は、河芸町と津地区広
域行政事務組合が主催して共催的
に同時開催している。平成13年は、
ザ・ブームのコンサートが行われ、
過去最高の6,500人の集客があっ
た。

毎年７月２５日に実施

13年度決算額　700,000円
14年度予算額　700,000円

【寛政の一揆ひさい榊の盆】
【目的】
「寛政の一揆ひさい榊の盆」実施の
ための委託料

専　門　部　会 産業労働部会

【芸濃夏祭り・クリスマスイベント】
【目的】
住民参加のイベント。魅力ある町づ
くり・子供への夢提供・環境、リサイ
クルに対する意識付け

【文化まつり】
【目的】
美里ふるさと文化まつりの実施

【安濃町ふれあい秋まつり】
【目的】
安濃町ふれあい秋まつりの実施

様式４

【事業概要】
　平成１４年で１６回目となる「美里
ふるさと文化まつり」は毎年１１月３
日・４日に実施され、昨年度より「人
権フェスティバル」を１日行ってい
る。文化展は、村体育館にて、文化
協会を中心に作品展示を２日間に
渡って行っている。
　美里村文化まつり実行委員会は
事務局が教育委員会に置かれ、美
里村文化協会、美里村商工会を中
心にまつりの企画が立案される。

人出　例年　１，０００人

毎年１１月３日、４日に実施

付属機関等
　美里村文化まつり実行委員会

13年度決算額　650,000円
14年度予算額　650,000円

【事業概要】
平成１２年度から実施。
町民が集い、相互にふれあい、交
流を深めることを目的として安濃中
央総合公園の体育館、多目的グラ
ンドを中心に、ステージイベント、地
域産業のＰＲ等を展開。

毎年１０月下旬か１１月上旬の日曜
日に実施
平成１４年は１１月１０日に実施

13年度決算額　6,742,000円
14年度予算額　6,700,000円

　【事業概要】
芸濃夏祭り：子どもたちを対象にし
たゲーム、ステージイベント、花火な
どを実施。
13年度　1,400,000円
14年度は実施せず
15年度は未定　（予算3,000,000円）

クリスマスイベント：住民参加による
企画運営。特に環境への意識を喚
起し、自ら考えてもらえるよう、ペット
ボトルによるクリスマスツリーを作成
している。

毎年クリスマスに近い日曜日に実
施
平成１４年は１２月２２日に実施

付属機関
 クリスマス実行委員会

13年度決算額　5,400,000円
14年度予算額　7,000,000円

各種まつり

※協議会協議項目

【津まつり】
【目的】
津まつり実行委員会が主催する津
まつり事業の実施及び補助
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美　杉　村

　現在各地域で行われているまつり等については地元主導のもと実行委員会
等方式によるものに対して新市移行後も引き続き支援を行っていく。

【ふれあいのかおり／サンデルタ
ホール自主事業】
【目的】
ふれあいのかおり実行委員会が主
催するふれいのかおり事業の実施
及び補助

【事業概要】
町、商工会、農協、自治会長代表等
による一志町観光協会及び盆おど
り実行委員会が主催する事業で、
多くの住民が参加する、町としては
主となるイベント。開催経費は、一
志町観光協会予算（町より補助）に
よる。

毎年７月末の火曜日に実施
平成１４年は７月３０日に実施

付属機関等
　盆おどり実行委員会

13年度決算額　1,000,000円
14年度予算額　1,000,000円

【一志町ふれあい産業まつり】
【目的】
　町、商工会、農協の三者が共同で
主催し、まつりを通じて町民のふれ
あいの場を目指して、地域産業の
振興、活性化と発展を図る。

【事業概要】
歌謡ショー、キャラクターショー、日
本鶏展示、鯉品評会、物産展など
（１１月上旬　約17,000人　　５０店）

附属機関
一志町ふれあい産業まつり実行委
員会

13年度決算額　2,000,000円
14年度決算額  2,000,000円

【事業概要】
白山町総合体育館をメインとして、
実行委員組織により実施。(商工
会・農協・森林組合・白山町観光協
議会・白山町)

毎年１０月末に実施

附属機関等
ふれあいフェスタ

13年度決算額　6,000,000円
14年度予算額　6,000,000円

【事業概要】
開発センター、美杉中JAを会場に、
作品展示、趣味の会等の発表、バ
ザー、木工、物産の販売などを行
う。
その他、商工会、森林組合、郵便
局、中電、村内企業の参加。
実行委員会が組織され事務局は教
育委員会。

平成１４年は１１月２、３、４日に実
施

付属機関等
　美杉ふるさと秋まつり実行委員会

13年度決算額　1,650,000円
14年度決算額　1,185,000円

【事業概要】
○ふれあいのかおり
　毎年４月～５月にかけて開催され
るふれあいのかおりは、平成１４年
で１１回目を迎え、香良洲町の恒例
の行事となりつつある、潮干狩りや
物産バザーコーナー、東白川村の
特産品コーナーなど店をだしてお
り、町民団体のステージイベント等
がある。

人出　平成１４年　2,000人
４月または５月の日曜日に実施
平成１４年は５月１２日に実施

○サンデルタホール自主事業
 　毎年10月に開催される、サンデ
ルタ香良洲でのステージイベント。
毎年４００人を見込む。

１０月の日曜日に実施
平成１４年は１０月２７日に実施

13年度決算額　2,000,000円
14年度予算額　2,000,000円

付属機関等
　ふれいあいのかおり実行委員会

13年度決算額　4,000,000円
14年度予算額　4,000,000円

【一志町納涼盆踊り大会】
【目的】
一志町観光協会及び盆おどり実行
委員会が主催する納涼盆おどり大
会開催事業の実施及び補助

様式４

一　志　町 白　山　町

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容 8.現行のまま新市に引き継ぐ。

構 成 市 町 村 の 現 況
調整の具体的内容

香 良 洲 町
【ふれあいフェスタ】
【目的】
町民がつどい交流を深める
町の歴史・産業の紹介

【美杉ふるさと秋まつり】
【目的】
美杉ふるさと秋まつりの実施
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9

10

関　係　項　目

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

専　門　部　会 産業労働部会

分　   科　   会 観光分科会

協　議　項　目

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

ー ー

ー

ビーチバレーｉｎ御
殿場

【ビーチバレーｉｎ御殿場】
平成８年に海の日を記念して、津
の観光財産である御殿場海岸を
アピールすることにより、市のＰＲ
やイメージアップを図るため始め
られた事業である。
ビーチバレーができる浜辺は限
られており、全国から多数のビー
チバレー愛好家が集まる大会と
なっている。
市として主催者であるビーチバ
レーｉｎ御殿場実行委員会へ補助
金を交付するとともに、事務局と
して参画し、イベント企画会社へ
の事業委託や参加者の受付、関
係団体との調整を行っている。

参加者
　平成11年：327チーム、918人
　平成12年：325チーム、975人
　平成13年：350チーム、1,050人
　平成14年：361チーム、1,083人

13年度決算額　6,500,000円
14年度予算額　5,700,000円

ー ー ー

【阿漕塚記念館管理委託】
阿漕平治伝説の資料館、また、
地域の集会所等として利用され
ている阿漕塚記念館の管理、浄
化槽保守点検・清掃、消防設備
保守点検業務を委託している。

13年度決算額　412,000円
14年度予算額　409,000円

ー ー阿漕塚記念館管理

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

ー ー
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様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容
9.現行のまま新市に引き継ぐ。
10.現行のまま新市に引き継ぐ。

ー ー ー ー ー

ー

構 成 市 町 村 の 現 況

美　杉　村

ー

調整の具体的内容
香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町

ー ー ー
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11

12

13

14

ー ー ー

ー ー

和船山車運営実行
委員会

【和船山車運営実行委員会】
和船山車「安濃津丸」は、ふるさと創生
事業として市民のアイデアにより、かつ
て津の港に遣明船が出入りしていたとさ
れていたことにちなんで平成３年に建造
された。
 主に津まつりにおいて有名芸能人を１
日船長に迎えて、１００人余の引き船衆
により市内中心部を練り歩き、市民の娯
楽の用に供している。この和船山車の
利用企画、運営のため、実行委員会へ
委託料を支払うとともに、事務局として
企画・運営に参画している。

13年度決算額　3,800,000円
14年度予算額　3,500,000円

ー ー

和船山車維持管理 【和船山車維持管理】
和船山車「安濃津丸」の維持管理費とし
て上下水道料、電気代、修繕費を支出
している。

13年度決算額　1,058,000円
14年度予算額　1,032,000円

ー ー ー

ー御殿場観光レクリ
エーション整備計画

【御殿場観光レクリエーション整備計画】
平成９年度から平成２２年度までの１４
年間で御殿場観光レクリエーション整備
計画に基づき、遊歩道、駐車場等を整
備しようとするものである。
　道路整備の現時点での進捗状況は、
４割程度となっている。また、３カ所へ設
置予定の水洗公衆便所のうち２カ所の
設置が完了している。
　15年度以降は、進入道路等の整備と
三重県教職員互助会の所有地を購入
し、コミュニティ道路と自然緑地、ピ−ク
時に対応できる駐車場等の整備を進め
たい。

経費
　平成１２年から１６年まで、国の地域総
合整備事業債（ふるさと事業債）を利
用。

ー ー

　ー ー ーふるさと資料館管
理

ー

観光分科会

様式４

区　　　　　分

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

協　議　項　目 専　門　部　会 産業労働部会

関　係　項　目 分　   科　   会

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

ー

ー ー

ー
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ー ー

ー

ー ー ー

ーー ーー

ー

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容

11.現行のまま新市に引き継ぐ。
12.現行のまま新市に引き継ぐ。
13.現行のまま新市に引き継ぐ。
14.現行のまま新市に引き継ぐ。

構 成 市 町 村 の 現 況
調整の具体的内容

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町 美　杉　村

ー ー ー 【ふるさと資料館管理委託】
美杉村の歴史的民具や埋蔵文化財の
展示を中心とした資料館の管理を地元
自治会を主体とした管理運営協議会に
委託している。

【委託先】
美し郷霧山管理運営協議会

13年度決算額　4,500,000円
14年度予算額　4,500,000円

ー

ー ー ー 　新市移行時は当計画を新市に引き継ぎ、新市の計画として位置づけていくとともに、
新市移行後、必要に応じて計画の見直し等を行っていく方向で調整する
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15

16

17 観光客誘致事業 ー 【観光客誘致事業】
・久居市観光協会に対して榊原温
泉を中心とした市内観光資源のＰＲ
と観光客の誘致に関する諸事業の
業務委託(観光協会へ)
13年度決算額　8,500,000円
14年度予算額　8,500,000円

・榊原温泉振興協会が行なう誘致・
ＰＲ等の諸事業に対して補助金を交
付し、市の重要な観光資源である
「榊原温泉」全体の発展意欲を喚起
しもって久居市観光事業の振興を
図る。
13年度決算額　　4,300,000円
14年度予算額　　4,300,000円

ー ー ー ー

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

【榊原自然歩道維持管理／東海
自然歩道維持管理】
●榊原自然歩道は全長約８キロ
のハイキングコースで年間多数
の人が訪れます。当歩道は一部
林道を利用しているため落石、
倒木があり、それらの撤去清掃
等の維持管理を行なう。
300千円
●東海自然歩道（久居分０．７
㎞）の維持管理委託を三重県よ
り受け更に再委託し、訪れるハイ
カーの安全確保と景観の維持管
理を行う。
140千円

ー 【錫杖登山道整備】
錫杖登山道清掃、維持管理等
(１３年度、１4年度共にこのため
の予算は取っていない。)

【経ヶ峰周辺ハイキングコース整
備】
失業者を雇用しハイキングコー
ス道路整備作業を行いながら訓
練経験を身につける。
また、緑の雇用事業へのステッ
プとして作業員の養成を図る。
(平成16年度まで)
H14決算額　7,058千円

ハイキングコース等
整備

【長谷山ハイキングコース整備】
長谷山ハイキングコースの清掃
等委託

ー ー ー観光客実態調査 【観光客実態調査】
三重県より調査委託を受け、御
殿場海水浴場での観光客のアン
ケート調査を行なう。

39,000円

【観光客実態調査】
三重県より調査委託を受け、さら
に市より榊原温泉旅館組合へ再
委託し二地点での観光客のアン
ケート調査を行なう。

44,000円

美　里　村 安　濃　町

ー

【経ヶ峰ハイキングコース】
経ヶ峰登山道の維持管理
【歴史文化ハイキングコース】
マスタープランに基づいて、町内
を４地区に分けて、歴史・文化等
を巡るハイキングコースを整備。

様式４

関　係　項　目 分　   科　   会 観光分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 産業労働部会

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町
区　　　　　分

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況
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ーー ー 　ー

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

15.現行のまま新市に引き継ぐ。
16.津市、久居市、美杉村の例により調整する。(合併と同時)
17.現行のまま新市に引き継ぐ。

調整の具体的内容

ー

調　整　の　内　容

美　杉　村

【観光客実態調査】
三重県より調査委託を受け聞き
取りアンケート調査を行った。
平成１３年度調査実施日　13年7
月21日～9月24日までの土・日・
月の3日間

56,000円

【東海自然歩道維持管理業務】
東海自然歩道の維持管理業務
委託
130千円

【東海自然歩道・近畿自然歩道・
高束山遊歩道・日神遊歩道整
備】
東海自然歩道の維持管理のた
めの県委託金
910千円(決算)

近畿自然歩道の維持管理のた
めの県委託金
581千円(決算)

美杉村の竹原地区の高束山及
び太郎生地区の日神渓谷のハイ
キングコースの維持管理

ー 【矢頭山登山道整備】
矢頭山登山道、矢頭中宮公園周
辺及び遊歩道の美化、安全のた
めの維持修繕等

ー ー ー 県から依頼があれば、新市においても行っていく方向で調整する。

様式４

構 成 市 町 村 の 現 況

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町

16/24



18

19

20

青山高原保健休養
地管理

ー ー ー

関　係　項　目

ー ー

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

分　   科　   会

専　門　部　会 産業労働部会

様式４

観光分科会

協　議　項　目

錫杖湖水荘等管理 ー

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

ー

ー

ー 【錫杖湖水荘等管理】
観光事業の振興を目的として、錫杖
湖水荘・キャンプ場・落合の郷その
他周辺施設の維持・管理及び運営
を委託している。

【委託先】
芸濃町公益事業協会

平成14年度予算額
・湖水荘　　　　1,836万円
・キャンプ場　　　 50万円
・落合の郷        300万円

ー ー

わかすぎの里管理 ー ー ー ー ーー
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ー ー ーー

ー

調整の具体的内容
香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

構 成 市 町 村 の 現 況

調　整　の　内　容
18.現行のまま新市に引き継ぐ。
19.現行のまま新市に引き継ぐ。
20.現行のまま新市に引き継ぐ。

　錫杖湖水荘は現行のまま新市に引き継ぐ。
　ただし、芸濃町公益事業協会が合併までに解散予定のため、運営管理方法につい
ては合併までに調整を行う。

美　杉　村

ー

【青山高原保健休養地管理】
平成１４年度　10,000,000円

青山高原保健休養地（バンガロー、
貸別荘、テニスコート、プール、キャ
ンプ場等の施設）　道路、緑地等
管理委託料
青山高原保健休養地管理㈱に委
託している。

ー

ー ー ー

ー ー【わかすぎの里管理委託】
キャンプ場（オートキャンプ、バンガ
ロー、テントサイト、管理棟）の維持
管理及び運営を委託。
管理組合は使用料収入により運
営。

【委託先】
　わかすぎの里管理組合
　
１４年度予算額
　歳入　施設貸付料　1,000,000円
　歳出　施設修繕費　　300,000円

わかすぎの里管理基金を設置
　　　　　　　　　　　　　　　193,321円
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21

22

23

24

25

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

協　議　項　目 専　門　部　会

津　　　　市 久　居　市

ー ー

美　里　村 安　濃　町

矢頭中宮公園キャ
ンプ場管理

産業労働部会

関　係　項　目 分　   科　   会 観光分科会

区　　　　　分

ー ー ー

ー ー

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

河　芸　町 芸　濃　町

道の駅美杉 ー ー

ー ー

ー ー

ー

ー ー ー ースカイランドおおぼ
ら

フットパーク美杉 ー ー ー

ー ー ー

ー ー ー

レークサイド君ヶ野
（君ヶ野ダムエリア
リゾート）

ー ー ー
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【矢頭中宮公園キャンプ場管理】
町営公園等を気持ちよく、安全に利
用していただくための、定期的な清
掃、利用に応じた管理、施設や周辺
の維持補修管理、必要に応じた草
刈り等。

13年度決算額　1,329,830円
14年度予算額　1,445,000円

【道の駅美杉】
平成１２年オープン道の駅とし
て、観光客などの休憩所、周辺
の観光情報の提供を行うととも
に、特産品の販売を行っている。
　・従業員４名、年中無休
　・平成14年度予算　9,295千円

ーー ー

ーー

ー ー

白　山　町

ー

構 成 市 町 村 の 現 況

ー

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

香 良 洲 町 一　志　町

調　整　の　内　容

21.現行のまま新市に引き継ぐ。
22.現行のまま新市に引き継ぐ。
23.現行のまま新市に引き継ぐ。
24.現行のまま新市に引き継ぐ。
25.現行のまま新市に引き継ぐ。

調整の具体的内容

ー

ー

ー 【スカイランドおおぼら】
キャンプ場、天文台、パターゴル
フ場を春から秋まで営業。
　・キャンプ場作業員３名
　・天文台管理人１名
　・ＰＧ場管理人１名
　・平成14年度予算　8,833千円

美　杉　村

ー

ー

ー

ー

ー 【レークサイド君ヶ野】
青少年の健全なレクリエーション施
設として昭和４９年に建設。
　・産業振興施設管理室長と臨時職
員５名
　・平成14年度予算　55,152千円

【君ヶ野ダムエリアリゾート】
「であいの館」、「テニスコート」(レー
クサイド君ヶ野宿泊施設に隣接)
　・施設概要：展望風呂、会議室、テ
ニスコート2面
　・平成14年度経費　3,924千円
　・平成14年度収入　　718千円(施
設使用料)　"

ー

ーー 【フットパーク美杉】
地滑り対策により生み出された
斜面空間を有効利用した画期的
な施設。多目的グランド、テニス
コート５面、バーベキューハウス
４棟、管理棟、更衣シャワー棟
等。
　・管理人１名
　・平成14年度予算　3,359千円
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26

27

28 ー ー ー観光地駐車場用地
借上

【御殿場海岸駐車場県有地借
上】
県有地3,800㎡を借り上げ、御殿
場海岸の潮干狩りや海水浴等の
観光シーズンに訪れる観光客の
約１２０台分の無料駐車場を確
保し、提供している。
１４年度予算額　1,530,000円

ー ー

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

ー ー 【石山観音・錫杖ケ岳登山道・長
徳寺トイレ維持管理】
各所に設置されているトイレの井
戸使用料、電気代及び水道代を
支払うものである。

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町

観光地等整備・維
持管理

ー

トイレ維持管理 【海岸トイレ維持管理】
阿漕浦、南御殿場、林跡の３カ
所に設置してある水洗化した公
衆トイレの上下水道料、電気料
を支払うものである。

美　里　村 安　濃　町

ー

ー

ー

【榊原地域観光施設及び環境整備
事業】
榊原温泉を中心とした地域の観光
施設、資源と周辺の自然豊かな環
境の保護、整備と集客のための諸
施策を行い地域の活性化と観光産
業の推進を図る。
温泉振興協会へ委託。
13年度決算額　9,000千円
14年度予算額　9,000千円

【湯の瀬フラワーガーデン整備】
湯の瀬入り口の農地を借り上げ、花
を咲かせて客を歓迎する。
14年度予算額  2,679千円

ー ー ー

協　議　項　目 専　門　部　会 産業労働部会

関　係　項　目 分　   科　   会 観光分科会
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【桜の名所公園駐車場借上】

三多気においては、６人の地主
と１４筆、8,400㎡を年104,6千円
で土地賃貸契約を行っている。

ー

ー 【矢頭中宮、井生樹木、大仰河
川公園トイレ管理】
矢頭中宮、井生樹木、大仰河川
公園に設置されているトイレの維
持管理、清掃。経費は公園の清
掃、管理委託料に含む。

トイレ汲取料

【亀ヶ広トイレ管理】
亀ヶ広桜並木に設置されている
トイレの維持管理清掃。汲み取
り料金の支払い。

【一志やすらぎの湯駐車場借上】

「とことめの里一志」内の一志温
泉やすらぎの湯の駐車場として
5,000㎡を50,000円/月で年間
600,000円にて借り上げている。

ー

ー 　 【観光地補修事業、水環境施設維
持管理】
安全に利用していただくための定期
的な清掃、利用に応じた管理、施設
や周辺の維持補修管理、必要に応
じた草刈り等。
水環境整備：遠ヶ瀬用水路の改修
と景勝地家城ラインを活かし、用水
の安手供給と近自然工法による潤
いのある水辺空間を創造する。（ト
イレ維持管理、借地、管理委託
1,738,000円）

13年度決算額　1,978千円
14年度予算額　1,738千円

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町 美　杉　村
調整の具体的内容

【観光地等整備・維持管理】
・三重県と「君ヶ野ダム貯水周辺区
域に係る草刈りなど業務」を県委託
金1,560千円で契約し、臨時職員１
名を賃金2,079千円で雇用
・桜開花時期に夜桜用ちょうちん照
明灯設置を180千円で業者委託
・ダム貯水池内の噴水電気代　502
千円
・その他　消耗品・燃料費などの需
用費　396千円
・役務費　43千円

【公衆トイレ維持管理】
公衆トイレ９カ所
観光施設９カ所の
　浄化槽定期検査手数料、汲み
取り料、し尿処理手数料、及び電
気代、消耗品。

対象施設の内、神社・仏閣の４
施設からは、一部負担金（20～
40%）徴収している。

ー

ー

ー

様式４

構 成 市 町 村 の 現 況

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容
26.現行のまま新市に引き継ぐ。
27.現行のまま新市に引き継ぐ。
28.現行のまま新市に引き継ぐ。
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29

30

ー ー第三セクターとの連
絡・調整事務

ーー

ー温泉運営事業

※協議会協議項目

ー 【榊原自然の森運営】
　榊原自然の森・温泉保養館「湯の瀬」
は、温泉資源を有効に活用し、湯を媒体
としたコミュニティの推進と健康増進を図
り、もって市民生活の向上と観光振興に
寄与することを目的として設置した市営
の施設である。特別会計で運営している
が、入館者の減少により一般会計から
運営費の補填を受けている。

・名称　榊原自然の森・温泉保養館「湯
の瀬」
・付属施設等　休憩室、多目的広場、テ
ニス場、子供広場、レーザーカラオケ、
ジュース等自動販売機、特産品売り場
・開館時間　10:00～21:00(火曜日休館)
・使用料　大人700円、老人(65才～)400
円、子供(12才まで)300円(テニス場、カ
ラオケ利用等は別料金)
・回数券　大人　12枚　7,000円、老人
（65才～）　12枚　4,000円、子供（12才ま
で）　12枚　3,000円
・湧出量　-　　　泉温　２４度
・泉質　アルカリ単純泉

13年度決算額　137,414,475円
14年度予算額　123,157,000円
(特別会計)

ー 【芸濃温泉管理業務】(平成16年4月～
予定)
芸濃町椋本５４２７－１に取得した温泉
資源を有効に活用し、町民の健康増
進、福祉の向上、地域の活性化に資す
ることを目的として温泉施設の維持管理
及び販売を行う。

・名称　　芸濃温泉
・設備等
　　水中ポンプ　１基、制御盤　１面
　　運搬用タンクローリー　1台
・販売単価　　予定
　　一般　1円/ｌ
　　公共利用　0.3円/ｌ
・湧出量　450リットル/分　泉温36.3度
・泉質　単純泉　低張性弱アルカリ

平成16年度予算予定(特別会計）
　12,221,000円

ー

ー【河芸マリーナとの連絡調整】
河芸マリーナとの連絡や調整等を
行っている。

1,260株・・・15,750,000円

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

関　係　項　目 分　   科　   会 観光分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 産業労働部会

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町
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ー

【温泉開発事業】
平成４年に温泉探査をし、平成１４年そ
の調査結果内容を村民対象の説明会で
報告した。
その目的は、民間活力による温泉開発
の導入を図るためである。
説明会以後の村民からの問い合わせは
ない。

【一志温泉やすらぎの湯運営事業】
　高齢化・少子化が進むなか、地域の
人々が健康で安心して過ごせる生きが
いある福祉社会が求められている。そ
の期待施設として平成９年にオープンし
た「とことめの里一志」は平成１３年度に
は約５６万人の利用があり地域の交流
の場となっている。
　特にその中心的な「一志温泉やすらぎ
の湯」は、当町住民だけではなく、近隣
周辺の市町村からも多くの利用があり、
約４６万人の入館者がある。施設内に
は食堂、喫茶も備えている。

・名称　一志温泉やすらぎの湯
・付属施設等(温泉棟のみ)　レストハウ
ス秋桜、パターゴルフ
・運営時間　10時～21時(火曜日休館)
・使用料　一般700円　老人500円(65才
～)　子供300円(12才未満)(パターゴル
フ、カラオケは別料金)
・湧出量　460リットル/分　泉温39.1度
・泉質　アルカリ単純泉

13年度決算額　142,860,754円
14年度予算額　130,210,000円
(一般会計)

【温泉管理業務／猪の倉温泉しらさぎ
苑管理】
良好な環境を利用し、レクリエーションと
憩いの場をつくり、町民の健康の増進と
福祉の向上、地域の活性化に資するこ
とを目的として、町民健康保養所を設置
する。

・名称　猪の倉温泉しらさぎ苑
・附属施設等　身障者用浴室、露天風
呂、大広間、多目的広場等
・運営時間　10時～9時(水曜日休館)
・使用料　一般800円、老人・身障650
円、小学生500円、幼児(1才～7才)(カラ
オケ等は別料金)
・回数券　老人10枚7,000円、身障10枚
5,500円
・湧出量　40リットル/分　泉温度20.8度
・泉質　アルカリ単純泉

13年度営業純売上高　　112,616,603円
    〃　営業外収益    18,987,799円
14年度予算額　                -        円
(第三セクター㈱白山ふるさと振興公社
が運営)

※　猪の倉温泉しらさぎ苑(浴場施設、
附帯施設及び温泉の利用権)につい
て、民間譲渡に向け、平成１６年４月２７
日より公募を行う。譲渡が決定の際に
は合併までに手続等完了予定。

ー

【青山高原保健休養地管理㈱、㈱
白山ふるさと振興公社との連絡調
整】
青山高原保健休養地管理㈱、㈱白
山ふるさと振興公社との連絡や調
整等を行なっている。

(青山高原保健休養地管理㈱）
189,000株・・・19,130,000円
(㈱白山ふるさと振興公社)
     300株・・・15,000,000円

ー

調　整　の　内　容
29.現行のまま新市に引き継ぐ。
30.

【（有）美杉観光開発との連絡調整】
（有）美杉観光開発との連絡や調整
等を行っている。

４団体で構成

56株　・・・　2,800,000円

　持ち株分については、新市に引き継ぐ方向で調整する。

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

構 成 市 町 村 の 現 況
調整の具体的内容

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町 美　杉　村
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